
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

環

境

管

理

課

請

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

用

度

課

【

人

事

委

員

会

】

○

令

和

二

年

度

岡

山

県

職

員

Ａ

採

用

試

験

の

実

施

人

事

委

員

会

○

令

和

二

年

度

岡

山

県

警

察

行

政

職

員

Ａ

採

用

試

〃

験

の

実

施

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

○

政

治

活

動

の

た

め

に

寄

附

を

受

け

、

又

は

支

出

〃

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

政

治

団

体

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

湯
原
酒
造
株
式
会
社1
4
4

住
所

真
庭
市
湯
原
温
泉

氏
名

代
表
取
締
役

小
河
原

靖
弘

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
湯
の
蔵
つ
る
や

1
4
4

所
在
地

真
庭
市
湯
原
温
泉
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 廃 止 廃 止 廃 止

66の３－ハ66の３－ハ
66の３－ロ 旅館業の用に供する入 66の３－ハ 66の３－ハ

旅館業の用に供する入
種 類 旅館業の用に供する洗 浴施設（301～303，30 旅館業の用に供する入 旅館業の用に供する入浴施設（108，203，20

濯施設（Ⅽ－１） 5～307号室ユニットバ 浴施設（Ｂ－１） 浴施設（Ｂ－２）
7号室ユニットバス）

ス）

能 力 76Ⅼ／回×１基 260Ⅼ×６基 260Ⅼ×３基 913Ⅼ×１基 300Ⅼ×１基

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 － 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 － 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 － 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ １時間 18時間 同左 ５時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.08 0.2 8.6 10.7 7.0 9.3 2.33 3.05
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6 同左 5.8～8.6 5.8～8.6
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 100 120 40 50 5 10
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 100 120 40 50 5 10

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 120 150 40 50 同左 5 10
同左

油 分（㎎／Ｌ） 5 10 3 5 痕跡 1

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 10 20 5 10 1 5

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 3 5 1 2 0.2 1

大腸菌群数（個／㎤） 3,000以下 3,000以下 無数 無数 3,000以下 3,000以下

備考 １ 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
２ 新設及び廃止する入浴施設（66の３-ハ）のうちユニットバスに係る施設の水量は，既設のユニットバスからの水量との合計値を示す。
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区 分 廃 止

66の３－ハ
種 類 旅館業の用に供する入

浴施設（Ｂ－３）

能 力 640Ⅼ×１基

工 事 着 手 予 定 年 月 日 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ ５時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 3.5 4.65
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 5 10
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 5 10

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 5 10

油 分（㎎／Ｌ） 痕跡 1

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 1 5

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.2 1

大腸菌群数（個／㎤） 3,000以下 3,000以下

備考 １ 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
２ 新設及び廃止する入浴施設（66の３-ハ）のうちユニットバスに係る施設の水量は，既設のユニットバスからの水量との合計値を示す。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 浄化槽 同左

種 類 合併処理浄化槽 同左

構 造 ＲＣ＋ＦＲＰ 同左

主 要 寸 法 Ｗ3.8×Ｌ14.75×Ｈ9.2（ｍ） 同左

能 力 330人槽，55㎥／日 同左

処 理 の 方 法 接触ばっ気方式 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／日） 43 55 43 55 42.95 55 42.95 55
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6
常の量及び最大

 の量 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 200 250 20 30

ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 150 200 30 40

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 250 300 50 70
同左

油 分（㎎／Ｌ） 20 30 痕跡 5

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 50 60 30 40

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 20 25 4.3 8.6

大腸菌群数（個／㎤） 無数 無数 3,000以下 3,000以下
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｎｏ．１

変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 175 230 162.85 213.9

ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6

 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 9 15

ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 11 17

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 16 24
同左

油 分（㎎／Ｌ） 痕跡 2

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 8 13

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 1.2 3.0

3,000以下 3,000以下大腸菌群数（個／㎤）

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和２年４月24日から同年５月15日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び真庭市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）令

和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

美

咲

町

美
咲
町
役
場
柵
原
総
合
文
化
セ
ン
タ

令
和
二
年

一
〇:

三
〇
～

ー

六
月

一
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
咲
町
役
場
旭
総
合
支
所

〃

二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
咲
町
役
場
第
２
分
庁
舎

〃

三
日

一
〇:
三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:
〇
〇

西
粟
倉
村

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〃

八
日

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

奈

義

町

奈
義
町
役
場

〃

九
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

久
米
南
町

中
央
公
民
館

〃

十
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美

作

市

美
作
市
東
粟
倉
総
合
支
所

〃

十
一
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
作
市
大
原
総
合
支
所

〃

十
二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
作
市
作
東
公
民
館

〃

十
五
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇
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〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
作
市
勝
田
総
合
支
所
梶
並
出
張
所

〃

十
六
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

美
作
市
勝
田
総
合
支
所

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
作
市
英
田
保
健
セ
ン
タ
ー

〃

十
七
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

美
作
市
役
所

〃

十
八
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
九
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

勝

央

町

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
勝
央

〃

二
二
日

一
〇:

三
〇
～

支
店
米
検
査
場

一
二:

〇
〇

豊
久
田
ぶ
ど
う
選
果
場

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

勝
央
町
役
場

〃

二
三
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
杉
谷
八
六
三
、
八
六
四
の
二
、
八
六
四
の
五
、
八
七
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
杉
谷
八
六
三
・
八
七
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
浅

「

口
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
号

（

）

、

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令

昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
小
串
一
一
六
七

一

木
林

義
春

－

岡
山
市
南
区
小
串
一
九
〇
一

二

玉
川

章
生

－

二

加
入
区

小
串

三

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

小
串
漁
業
協
同
組
合

四

縦
覧
期
間

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
五
月
八
日
ま
で

五

縦
覧
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課

一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
四
四
九
四

中
藤

弘
志

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
五
八
八
五

平
田

欽
男

二

加
入
区

黒
崎
連
島

三

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

黒
崎
連
島
漁
業
協
同
組
合

四

縦
覧
期
間

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
五
月
八
日
ま
で

五

縦
覧
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課

令和２年４月２４日　岡山県公報　第１２１８８号



一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

笠
岡
市
白
石
島
六
九
一

原
田

房
行

笠
岡
市
白
石
島
六
四
一

中
川

太

二

加
入
区

白
石
島

三

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

笠
岡
市
漁
業
協
同
組
合

四

縦
覧
期
間

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
五
月
八
日
ま
で

五

縦
覧
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
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〔
一
七
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

足
守
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

事
の
別

林

健
二

岡
山
市
北
区
下
足
守
一
三
八
六

理

事
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一
七
四

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
購
入
物
品
名
及
び
数
量

小
型
除
雪
車
（
１
．
３
ｍ
級
－
１
．
５
ｍ
幅
）

１
台

(
2
)
購
入
物
品
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
小
型
除
雪
車
（
１
．
３
ｍ
級
－
１
．
５
ｍ
幅
）
仕
様
書
（
以
下
「
仕
様
書
」

と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
納
入
期
限

令
和
３
年
３
月
2
6
日
（
金
）

(
4
)
納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
，
調
達
物
品
の
本
体
価
格
の
ほ
か
，
下
取
物
品
の
引
取
り
及
び
処
分
に
要
す
る
費

用
，
調
達
物
品
の
輸
送
費
及
び
仕
様
書
に
記
載
す
る
作
業
等
納
入
に
要
す
る
一
切
の
諸
経
費
を
含

め
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
，
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
保
険
料
，
自
動
車
重
量
税
，
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
及
び
自
動
車
保
管
場
所
証
明
手
数
料
は
諸
経
費
に
含
め
な
い
こ
と
。
な
お
，
落

札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
1
0
に
相
当
す
る

額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
，
入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地
方
消

。

費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
，
見
積
も
っ
た
契
約
金
額

の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
２
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
令
和
２
年
岡
山
県
告
示
第
4
0
号
（
物

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。
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以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
7

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
２
年
５
月
2
2
日
（
金
）

正
午

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

(
1
)
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
7

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
２
年
４
月
2
4
日
（
金
）
か
ら
同
年
５
月
2
2
日
（
金
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
1
2
0
グ

ラ
ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
提
出
方
法

入
札
書
の
提
出
は
，
持
参
又
は
郵
便
若
し
く
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」
と
い

令和２年４月２４日　岡山県公報　第１２１８８号



う
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

。

(
4
)
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

ア
入
札
日
時

令
和
２
年
６
月
４
日
（
木
）

1
3
時
3
0
分

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
令
和
２
年
６
月
３
日
（
水
）
1
7
時
を
受
領
期

限
と
す
る
。

イ
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
地
下
１
階
入
札
室

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
(
1
)
の
場
所
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ
そ
の
他

持
参
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
入
札
開
始
前
及
び
開
札
開
始
後
に
お
い
て
は
，
入
札
書
の
提
出

を
受
け
付
け
な
い
。

５
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
及
び
入
札
説
明
書

で
指
定
す
る
添
付
書
類
を
令
和
２
年
５
月
2
2
日
（
金
）
1
7
時
ま
で
に
，
４
(
1
)
の
場
所
に
提
出
（
郵

送
等
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。
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(
5
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
6
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
7
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:

（
）

S
m
a
l
l
t
y
p
e
r
o
t
a
r
y
s
n
o
w
p
l
o
w
１
.
３
m
c
l
a
s
s
M
a
x
S
n
o
w
c
l
e
a
r
i
n
g
w
i
d
t
h
１
.
５
m

１
u
n
i
t

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
d
a
t
e
:

B
y
2
6
M
a
r
c
h
（
F
r
i
d
a
y
，
2
0
2
1

）

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

１
:
3
0
P
.
M
.
４
J
u
n
e
（
T
h
u
r
s
d
a
y
，
2
0
2
0

）

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
O
f
f
i
c
e
,
T
r
e
a
s
u
r
y
B
u
r
e
a
u
,
O
f
f
i
c
e
S
u
p
p
l
i
e
s

D
i
v
i
s
i
o
n

２
－
４
－
６
，
U
c
h
i
s
a
n
g
e
，
K
i
t
a
－
k
u
，
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
，
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
，
7
0
0
－
8
5
7
0
，

J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
－
2
2
6
－
7
5
3
7
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
四
号

令
和
二
年
度
岡
山
県
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試
験
区
分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

行

政

四
十
九
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等

、
教
育
委
員
会
（
教
育
庁
、

）

県
立
学
校
等
）
等
に
お
い
て
、
一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
。

化

学

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
環
境
等
に
関
す

る
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

衛

生

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
食
品
衛
生
及
び

環
境
衛
生
の
監
視
、
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

農

業

十
四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
、
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
等
）

に
お
い
て
、
農
作
物
の
生
産
振
興
、
農
業
に
関
す
る
知
識
技
術

の
普
及
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

土

木

十
七
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管

理
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

農
業
土
木

七
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
農
地
農
村
整
備

事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
専
門
的
業
務
に

従
事
す
る
。

畜

産

二
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
家
畜
及
び
畜
産
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物
の
生
産
振
興
、
畜
産
に
関
す
る
知
識
技
術
の
普
及
指
導
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

林

業

四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
治
山
事
業
等
に

関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管
理
、
林
業
に
関
す
る
知
識
技

術
の
普
及
指
導
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

建

築

一
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
建
築
、
住
宅
、

都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

電

気

四
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
出
先
事
務
所
等
）
又
は
企
業
局
（
本
局
、

、

）

、

発
電
総
合
管
理
事
務
所

工
業
用
水
道
事
務
所
等

に
お
い
て

電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
に
関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管

理
、
電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
の
運
転
及
び
保
守
管
理
等
の
専

門
的
業
務
に
従
事
す
る
。
な
お
、
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は
、
深

夜
勤
務
、
交
替
制
勤
務
等
の
変
則
的
な
勤
務
を
伴
う
場
合
が
あ

る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(2)

（

）

（

。
）

ア

学
校
教
育
法

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

に
よ
る
大
学

短
期
大
学
を
除
く

を
卒
業
し
た
者
又
は
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
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該
当
す
る
者

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民

(3)
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者

の
う
ち
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す
る
も
の
以
外
の
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)

試
験
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

専
門
試
験

(2)

試
験
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
出
題
分
野
か
ら
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

試
験
区
分

出

題

分

野

行

政

政
治
学
、
行
政
学
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
刑
法
、
労
働
法
、
経
済
学
、
財
政

学
、
社
会
政
策
、
国
際
関
係
等

化

学

数
学
・
物
理
、
物
理
化
学
、
分
析
化
学
、
無
機
化
学
・
無
機
工
業
化
学
、
有
機
化

学
・
有
機
工
業
化
学
、
化
学
工
学
等

衛

生

公
衆
衛
生
看
護
学
、
水
産
利
用
学
、
応
用
微
生
物
学
、
畜
産
一
般
、
食
品
科
学
、

物
理
・
化
学
・
生
物
、
衛
生
、
分
析
化
学
、
有
機
化
学
、
一
般
化
学
、
生
物
有
機

化
学
等

農

業

栽
培
学
汎
論
、
作
物
学
、
園
芸
学
、
育
種
遺
伝
学
、
植
物
病
理
学
、
昆
虫
学
、
土

壌
肥
料
学
、
植
物
生
理
学
、
畜
産
一
般
、
農
業
経
済
一
般
等

土

木

数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
都
市
計
画
、
土
木
計
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画
、
材
料
・
施
工
等

農
業
土
木

数
学
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
測
量
、
土
壌
物
理
、
農
業
水
利
・
土
地
改
良
・
農

村
環
境
整
備
、
農
業
土
木
構
造
物
、
材
料
・
施
工
、
農
業
機
械
、
農
学
一
般
等

畜

産

家
畜
育
種
学
、
家
畜
繁
殖
学
、
家
畜
生
理
学
、
家
畜
飼
養
学
、
家
畜
栄
養
学
、
飼

料
学
、
家
畜
管
理
学
、
畜
産
物
利
用
学
、
畜
産
経
営
一
般
等

、

（

。
）
、

林

業

森
林
政
策
・
森
林
経
営
学

造
林
学

森
林
生
態
学
及
び
森
林
保
護
学
を
含
む

林
業
工
学
、
林
産
一
般
、
砂
防
工
学
等

建

築

数
学
・
物
理
、
構
造
力
学
、
材
料
学
、
環
境
原
論
、
建
築
史
、
建
築
構
造
、
建
築

計
画
、
都
市
計
画
、
建
築
設
備
、
建
築
施
工
等

電

気

数
学
・
物
理
、
電
磁
気
学
・
電
気
回
路
、
電
気
計
測
・
制
御
、
電
気
機
器
・
電
力

工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
・
通
信
工
学
等

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

第
一
次
個
別
面
接
及
び
第
二
次
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

な
お
、
第
一
次
個
別
面
接
に
お
い
て
、
一
定
の
基
準
に
達
し
な
い
場
合
は
、
第
二
次
個
別
面
接

を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
二
年
六
月
二
十
八
日
（
日

岡
山
会
場

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号
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曜
日
）

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
棟

東
京
会
場

東
京
都
港
区
白
金
台
一
丁
目
二
番
三
七
号

明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
二
年
七
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
か
ら

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

同
月
三
十
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
う
ち
一
日

岡
山
県
庁
分
庁
舎

（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、
岡
山

県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
指
定
す
る

）
。

令
和
二
年
八
月
十
六
日
（
日
曜
日
）
か
ら
同

月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
ま
で
の
う
ち
一
日

（

、

第
二
次
個
別
面
接
受
験
対
象
者
に
対
し
て

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
指
定
す
る

）
。

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容
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令
和
二
年
七
月
八
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

一

次

試

験

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
（
月
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿

(2)
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命
権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則

と
し
て
、
令
和
三
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与令

和
二
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
九
四
、
三
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
五
月
二
十
二

日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
受
験
申
込
み
を
行
う
こ
と
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
案
内
は
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
み
の
入
力
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
み
の
入
力
事
項
等

４

六
１
(1)

に
虚
偽
の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
五
号

令
和
二
年
度
岡
山
県
警
察
行
政
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試

験

区

分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

警
察
行
政
職
員
Ａ

五
名

警
察
本
部
、
警
察
署
等
に
お
い
て
、
予
算
・
経
理
、
庶

務
、
統
計
、
警
察
施
設
の
維
持
管
理
、
交
通
管
制
、
運

転
免
許
事
務
、
犯
罪
捜
査
の
支
援
等
の
警
察
運
営
に
必

要
な
様
々
な
業
務
に
従
事
す
る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

(2)

（

）

（

。
）

ア

学
校
教
育
法

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

に
よ
る
大
学

短
期
大
学
を
除
く

を
卒
業
し
た
者
又
は
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民

(3)
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者

の
う
ち
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す
る
も
の
以
外
の
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ
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い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)

大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

論
文
試
験

(2)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

集
団
面
接
及
び
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
二
年
六
月
二
十
八
日
（
日

岡
山
会
場

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

曜
日
）

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
棟

東
京
会
場

東
京
都
港
区
白
金
台
一
丁
目
二
番
三
七
号

明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
二
年
八
月
八
日
（
土
曜
日
）
及
び
同
月

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号
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九
日
（
日
曜
日
）
の
う
ち
一
日
（
第
一
次
試

岡
山
県
庁
分
庁
舎

、

。
）

験
の
合
格
者
に
対
し
て

直
接
通
知
す
る

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第

一

次

試

験

令
和
二
年
七
月
十
五
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

令
和
二
年
八
月
十
九
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
成
績
順
に
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
す

(1)
る
。採

用
者
は
、
任
命
権
者
（
岡
山
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
か
ら
の
請
求
に
応

。

(2)
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命

権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
令
和
三
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与令

和
二
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
九
四
、
三
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

岡

、

（

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

、

（

）

（

）

２

受
験
申
込
書
は

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

金
曜
日

か
ら
同
年
五
月
二
十
二
日

金
曜
日

ま
で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分

。
）
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ま
で
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年

五
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付
け

る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署
、
岡
山

県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま
た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

４

六
１
(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む

）
に
虚
偽

。

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

あ
あ
あ
り
が
と
う
友
愛
「
捲
土
重
来
」
し
っ
か
り

髙

田

利

治

髙

田

利

治

真
庭
郡
新
庄
村
一
一
七
〇

二

令
和
二

・

三
・
二
六

－

や
り
ま
す
出
雲
髙
田
屋

今
と

年
先
の
倉
敷
の
話
を
す
る
会

武

則

史

園

武

則

史

園

倉
敷
市
鳥
羽
四
五
一

〃

三
・

三

10

小
郷
ひ
な
子
後
援
会

小

郷

ひ
な
子

小

郷

ひ
な
子

〃

〃

一
〇
三
〇

〃

三
・

二

金
尾
や
す
し
後
援
会

三

宅

積

三

宅

繁

行

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
七
三
〇
一

〃

三
・
二
三

か
わ
か
み
ま
ち
こ
後
援
会

森

恭

一

鈴

木

玲

央

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
野
二
八
一
〇

〃

三
・
一
六

政
治
結
社
皇
眞
塾

文

箭

晃

文

箭

晃

倉
敷
市
玉
島
陶
三
三
四

五

〃

三
・
一
二

－

服
部
泰
兵
後
援
会

服

部

泰

兵

服

部

泰

兵

〃

上
富
井
六
二
八

一
〇
九

〃

三
・
二
七

－

母
親
の
視
点
を
も
っ
と
市
政
に
生
か
す
会

小

郷

ひ
な
子

小

郷

ひ
な
子

〃

鳥
羽
一
〇
三
〇

〃

三
・

二

平
井
弘
明
後
援
会

平

井

弘

明

平

井

弘

明

〃

玉
島
一

一
〇

二

〃

〃

－
－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市

赤

木

一

雄

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
西
花
尻
二
九

岡
山
市
北
区
東
花
尻
三
四
〇

一
レ
ジ
デ
ン
ス

令
和
二

・

三
・

五

－

第
十
九
支
部

イ
タ
ノ
一
Ｆ

自
由
民
主
党
瀬
戸
町
支
部

福

島

恭

子

〃

〃

東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
二
七
五

一

〃

東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
三
六

一

〃

一
・
二
二

－
－

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

赤
木
一
雄
後
援
会

赤

木

一

雄

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
西
花
尻
二
九

岡
山
市
北
区
東
花
尻
三
四
〇

一

令
和
二

・

三
・

五

－

伊
東
か
お
り
後
援
会

三

宅

英

邦

代
表
者
の
氏
名

三

宅

英

邦

村

山

正

則

〃

三
・
二
三

今
西
ひ
ろ
や
す
後
援
会

今

西

通

好

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

和
気
郡
和
気
町
衣
笠
八
六
二

四

和
気
郡
和
気
町
衣
笠
八
三
一

二

二

一
〇

〃

二
・
一
〇

－
－

－
－

八

大
森
一
生
後
援
会

森

和

之

〃

高
梁
市
旭
町
一
三
四
四

三

高
梁
市
南
町
四
四

一

令
和
元

・

七
・

一

－
－

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

川

上

龍
太
郎

縄

手

常
太
郎

〃

八
・

一

大
森
し
ん
じ
後
援
会

大

森

進

次

〃

山

本

大

祐

利

守

豊

司

令
和
二

・

三
・
二
七

岡
山
県
石
材
業
政
治
連
盟

河

田

恭

志

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
三
四
七
六

三

笠
岡
市
港
町
一

七

〃

三
・

一

－
－

倉
敷
市
を
ま
す
ま
す
元
気
に

三

宅

英

邦

代
表
者
の
氏
名

三

宅

英

邦

村

山

正

則

〃

三
・
二
三

す
る
会

ク
ラ
レ
労
働
組
合
よ
り
よ
い

髙

見

公
美
子

〃

髙

見

公
美
子

大

石

公
美
子

令
和
元

・

九
・
一
四

地
域
社
会
を
作
る
会

黒
石
健
太
郎
後
援
会

黒

石

健
太
郎

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

令
和
二

・

一
・

一
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区
分

に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

税
理
士
に
よ
る
あ
い
さ
わ
一

田

中

一

宏

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
表
町
一

一
〇

三
二

岡
山
市
北
区
絵
図
町
三

一
五

〃

二
・

三

－
－

－

郎
後
援
会

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

田

中

一

宏

重

近

實

〃

〃

全
国
小
売
酒
販
政
治
連
盟
岡

森

脇

浩

之

〃

森

脇

浩

之

多

田

駿

〃

二
・

五

山
県
支
部

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
岡

弥
久
末

務

〃

弥
久
末

務

大

槻

俊
一
郎

令
和
元

・

六
・
一
八

山
県
本
部

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

山

本

恭

介

森

本

一

〃

六
・
一
二

な
ん
ば
朋
裕
後
援
会

藤

井

秀

紀

代
表
者
の
氏
名

藤

井

秀

紀

沼

本

浩

彰

令
和
二

・

三
・
一
四

な
ん
ば
み
つ
る
後
援
会

国

䭾

利

博

〃

国

䭾

利

博

遠

藤

剛

〃

二
・

一

馬
場
ま
さ
の
り
後
援
会

馬

場

登
志
子

〃

馬

場

登
志
子

馬

場

政

教

〃

三
・

七

令和２年４月２４日　岡山県公報　第１２１８８号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
東
区
第
一
支
部

岡

﨑

豊

令
和
二

・

三
・
二
七

自
由
民
主
党
岡
山
県
久
米
郡
第
一
支
部

青

野

高

陽

令
和
元

・
一
二
・
三
一

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

鵜
川
晃
匠
後
援
会

鵜

川

知

大

令
和
元

・
一
二
・
三
一

岡
﨑
ゆ
た
か
後
援
会

戸

川

治

彦

令
和
二

・

三
・
二
七

変
え
る
ぞ
！
備
前
・
和
気
を
考
え
る
会

鵜

川

晃

匠

令
和
元

・
一
二
・
三
一

小
渕
繁
之
後
援
会

道

上

大

助

平
成
三
〇
・

三
・
二
七

坂
本
公
明
後
援
会

松

浦

稔

侑

令
和
二

・

三
・

一

質
実
社
会
・
岡
山
を
目
指
す
会

今

西

通

好

令
和
元

・
一
二
・
三
一

な
か
だ
ち
幸
弘
後
援
会

西

森

頼

夫

令
和
二

・

二
・
二
九

橋
本
い
つ
お
後
援
会

森

下

真
津
雄

令
和
元

・
一
二
・
一
〇

馬
場
ま
さ
の
り
後
援
会

馬

場

登
志
子

令
和
二

・

三
・
三
〇

坂
東
よ
し
お
後
援
会

下

橋

昭

広

〃

三
・
一
六

令和２年４月２４日　岡山県公報　第１２１８８号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届

出
を
し
た
者
の
氏
名

黒

石

健
太
郎

黒
石
健
太
郎
後
援
会

公
職
の
種
類

岡
山
市
議
会
議
員

参
議
院
議
員

令
和
二

・

一
・

一

令和２年４月２４日　岡山県公報　第１２１８８号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む

）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ

。

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
政
治
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
四
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
県
の
発
展
を
考
え
る
会

高

田

有

美

高

田

有

美

倉
敷
市
北
畝
五

一
七

五
二

－
－

が
ん
ば
れ
岡
山
の
会

白

神

久

志

白

神

久

志

岡
山
市
中
区
東
中
島
町
八

九

－

岸
本
清
美
後
援
会

岸

本

清

美

植

月

寛

津
山
市
上
野
田
八
九

こ
や
ま
泰
生
後
援
会

吉

田

充

信

古

山

泰

生

浅
口
郡
里
庄
町
新
庄
一
四
三
三

一

－

近
藤
た
か
の
り
後
援
会

石

井

雅

之

井

上

善

雄

高
梁
市
中
間
町
八
八

自
由
民
主
党
浅
口
支
部

古

山

泰

生

古

山

泰

生

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
新
庄
一
四
三
三

一

－

自
由
民
主
党
勝
北
支
部

岸

本

清

美

植

月

寛

津
山
市
上
野
田
九
五

二

－

清

和

会

岸

本

清

美

植

月

寛

〃

〃

八
九

高
見
尚
永
後
援
会

片

山

圓

高

見

知

宏

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
五
六
七
二

一

－

田
口
豊
作
後
援
会

古

松

国

昭

古

松

武

代

備
前
市
日
生
町
寒
河
二
五
八
七

田
辺
昭
夫
後
援
会

栗

本

泰

治

佐

野

香

倉
敷
市
福
田
町
福
田
二
四
一
一

一
七

－

ふ
な
こ
し
健
一
後
援
会

佐

藤

壽

夫

舩

越

和

江

都
窪
郡
早
島
町
若
宮
一
八

五

－

松
島
重
綱
後
援
会

近

藤

章

浩

西

島

和

範

岡
山
市
中
区
住
吉
町
一

一
〇
二

－

真
鍋
か
ず
た
か
後
援
会

長

久

啓

太

長

久

啓

太

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
五
九
二

一
二

－

有

朋

会

古

山

泰

生

古

山

泰

生

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
新
庄
一
四
三
三

一

－
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